




































































































































































































































































































































































































































































































































































































津波の流れのシミュレーション

0漂流物は津波の流れに沿って漂流することを踏まえ、基準津波の流れの状況をシミュレーションにより解析
し、本件発電所への到達の可能性を検討した。ここでは、基準津波が本件発電所に襲来する際の押し

波の様子を示す。
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茨城港

常陸那珂港区
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防潮堤前面における時間の推移による津波の高さの変化

全体的な津波の流れの方向は、

東から西へ向かう方向である。

0本件発電所の東側前面に漂流
物がある場合は到達する可能

性がある。

0本件発電所周辺（北側、南
側）の漂流物は到達しないと評

・価できる。

本件発電所の周辺（北側、南

側）の津波の流れの状況から、

本件発電所に向かう流れは生じ

ていない。
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到達の可能性の検討①

0基準津波の流れの状況から、本件発電所への漂流物の到達の可能性を評価したものを示す。

↓
5
.
 

茨城港日立港区の周辺には、大型船が入港する他に、大型タ

ンク等のプラント・工場の設備等がある。

しかし、津波の流れの方向は、岸壁や久慈川沿いに遡上する方

向であり、本件発電所には向かうことはなく、到達しない。

久慈川

東海第二発電所

本件発電所の海沿いには、建屋等の構造物がある。 ． 

建屋等の構造物は、取水口の近傍にもあり、津波の押し波・引

き波によって、建屋のガレキ等が取水口に到達する可能性があ

る。

茨城港

常陸那珂港区
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本件発電所の東側の比較的近い海域では、漁船が操業する

可能性がある。

津波の流れの方向は西向きであるため、漁船が防潮堤に到達

する可能性がある。

茨城港常陸那珂港区の周辺には、大型船が入港する他に、火

力発電所等のプラントの設備等がある。

しかし、津波の流れの方向は、岸壁に遡上する方向であり、本

件発電所には向かうことはなく、到達しない。
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到達の可能性の検討②

0本件発電所の周辺地域に漂流物を想定して、基準津波を用いた軌跡を解析し、本件発電所への影響は
ないことを確認している。

東海第二

発電

日立港区

| 

• ② 

常陸那珂

港区

評価点 (9地点）の初期配置図

海水の流れにより、それぞれの箇所に設定した漂

流物がたどる軌跡を解析する。 （解析は、津波

を引き起こす地震の発生から、津波が収まる時
間 (240分後）までの間で実施する。）

今 9”九

東海第二

①～⑤の軌跡 ⑥～⑨の軌跡

本件発電所周辺に漂流物があったとしても、初期地点の近

傍に留まるか、あるいは、本件発電所から離れていく。

付一188



r 
本件発電所の津波に対する安全性の確認

津波高さ

．^  一 基準津波を大きく上回り、防潮堤を越えるような津波 (T.P.+24m程度）
0防潮堤内側に津波が流入するが、電源強化等のための更なる設備について、浸水防止対策を講じた水密性
を有する建屋内への配置、また、敷地の高台に配置するなどの津波にも配慮した対策を講じることから、このよう

な場合でも安全性を確保できることを確認。

に対する更

一 基準津波（約T.P.+17m程度）

0防潮堤は、基準津波による水位上昇を上回る高さとし、基準津波による波力に耐える構造とすることによって、
安全性を確保する。また、基準地震動による地震力に耐える構造ともしている。

0基準津波による水位下降については、取水口前面の海中に天端高さT.P.-4.9mの貯留堰を設置することに
より、安全性を確保する。

〇その他、基準津波に伴う砂移動や漂流物の影響による、非常用海水ポンプの取水への影響がないことを確認。
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